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第８回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（西部） 

日  時 平成２６年１１月８日（土） 午後５時３０～午後７時３０分 

場  所 よませふれあいセンター 

参加人数 住民参加者：５４人 議員１４人 事務局１人 

地元協力団体 西部協議会・西部公民館 

議員役割分担表 総括責任者      小渕 茂昭 

司会進行       小渕 茂昭 

常任委員会報告者 

 総務常任委員会   田中  篤 

 社会文教常任委員会 髙田 佳久 

 観光経済常任委員会 山本 良一 

広報常任委員会   小根澤 弘 

議会活性化研究会  布施谷裕泉 

記 録 者       徳竹 栄子 

出席議員 児玉 信冶・小根澤 弘・望月 貞明・西  宗亮・田中  篤・布施谷裕泉 

髙山 祐一・髙田 佳久・山本 良一・黒岩 浩一・徳竹 栄子・小渕 茂昭 

     山本一二三・渡辺 正男 

次第（担当者） １．開 会     司会者 小渕 茂昭 

２．あいさつ 

 (1)主催者    町議会議長 児玉 信冶 

 (2)共催者代表  西部協議会会長 青木 春夫 

３．報告事項 

 (1)議会常任委員会等報告 

  ①総務常任委員会   田中  篤 

  ②社会文教常任委員会 髙田 佳久 

  ③観光経済常任委員会 山本 良一 

④広報常任委員会   小根澤 弘 

⑤議会活性化研究会  布施谷裕泉 

 (2)質 疑 

４．懇談事項 

  テーマ「人口減少と地域防災について」 

５．閉 会     司会者 小渕 茂昭 

報告事項の質疑 ※報告事項の質疑とテーマ等の懇談について、一括意見を求めた。 

 

懇談会意見 質問：高齢者が地元で買い物が出来ないか。商業施設（医療、食料品、飲食）が少ない、商

業施設をまじえた総合的な町づくりについての考えと商業誘致の考えは。          

回答：商工会員の皆様が「ワクワク商店街」を社協とボランティアの皆様が主体となって月 

   に２回開催している。 

回答：星川に新店舗が開業されている。議会としては方向は出していない。若い方がビジネ

ス出来やすい事を考えていく。 
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質問：種類の違う情報誌を何部位読んでいるか全議員に聞きたい。 

回答：１部→０名、２部→４名、３部→６名、４部→３名、５部→１名 

質問：視覚障害者の方にテープを作成しているが議会だよりが読みにくく言葉が難しい、も 

っとゆるい言葉でお願いしたい。新しくみんなの広場はとてもわかりやすかった。 

回答：さらにわかりやすく読みやすい様にこれからも努力していく。 

質問：タクシー券の補助はどういう形で出されているか。中野市でも使用できないのか。 

回答：対象者９００名に対し申請者５０２人、利用者３９０人（平成２５年度実績）なので

利用者が少ないので利用しやすい状況を議会も町へ提言している。タクシー、電車等

で中野市でも利用できる。 

質問：町は観光と農業をすすめているが、地産地消の取り組みとして地元産の農産物を宿泊

業の方々がどの様にピーアールしているか。 

回答：宿泊業の個々の一部は行っている。また道の駅を利用し地元農産物を利用している。

連盟へ提言していく。 

※※※※    観光経済常任委員会として、グリーンツーリズム協議会との絡みを含めて観光経済常任委員会として、グリーンツーリズム協議会との絡みを含めて観光経済常任委員会として、グリーンツーリズム協議会との絡みを含めて観光経済常任委員会として、グリーンツーリズム協議会との絡みを含めて観光観光観光観光連盟に提連盟に提連盟に提連盟に提

言していきたい。言していきたい。言していきたい。言していきたい。    

 

要望：安かろう、悪かろうでなく地元産の目に見える安心・安全な農産物の提供をする事に

より、高い値段の誘客につながるのではないかと思う。もっと宿泊業者もピーアール

して共に刺激し合う事が出来るのではないか。良い物を使えばお客さんも喜んでくれ

ると思う。 

質問：タクシーの台数が少なく待ち時間がかかる、年６千円のタクシー券では中野へ行くと

２回くらい、町内であれば何回かは使用できる。６千円では少ない、路線バスの接続

的なことも考えてほしい。何か能率良く町内を循環できる方法はないか。 

回答：過去にデマンド交通を実施したが利用者がいなかった。今後研究課題である。 

質問：観光の町として銘打っているにもかかわらず、路線バス、電車の接続が悪い状況で良

いのか。お客様や住民の為にもっと利便性が欲しい。もっと良い方法を考えて欲しい。 

回答：旅館・ホテルは送迎している。また、マイカーが８割でほとんどである、予約以外そ

の他の方々の利便性について公共交通の会議でダイヤについても要望している。バス

会社の運行にはその意見は加えられている。 

質問：タクシー券について知らない方、うっかりする方が多くいる。予算も４５０万円ある

という事であれば、対象者全員に配布してもらいたい。 

回答：基本的には申請方式である。使う人使わない人がいると考えるがご要望を町へ提言し

ていく。 

※※※※    町に質したところ、金券方式となるため今までどおりとしたいとのこと。ただし、１回町に質したところ、金券方式となるため今までどおりとしたいとのこと。ただし、１回町に質したところ、金券方式となるため今までどおりとしたいとのこと。ただし、１回町に質したところ、金券方式となるため今までどおりとしたいとのこと。ただし、１回

目の申請後は、内容変更が無い限り継続とな目の申請後は、内容変更が無い限り継続とな目の申請後は、内容変更が無い限り継続とな目の申請後は、内容変更が無い限り継続となりますりますりますります。。。。    

 

質問：熊の出没については PTA・保護者への報告は簡単である。町民には情報をもっと詳し

く、わかりやすく情報を流して欲しい。 

回答：現在オクレンジャー一斉メールで流れる事になっている。詳しい場所等具体的に情報

を流す様議会としても強く要望していく。 
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回答：熊の出没が今年度は多く、猟友会には全面的に協力を頂き、パトロール出動も多く捕

獲している。また、早朝よりパトロールして頂いている。 

（西小の校長先生の感想として） 

   宇木の熊の出没の対応について学校に対し、警察の対応が良く、オクレンジャーの活 

   用で１０月６日は登校取りやめ通報した（６時５４分） 

   情報に対し学校、地域との連携をこれからもさらに整理し協議が必要と思う。 

   西小学校は、今年度児童１１０名、来年度は１２１名となり増加している。人口減少

状況の中での増加でうれしい。地域の活力として地域を誇りに思うことが大切である

と感じた。今後、長野県信州型コミニュティースクールを進めるうえで学校評議委員・

民生委員・みまもり隊等の横のつながりを持ち地域・学校・家庭の３つが連携して学

校をつくり子供達を育て・支え・守ってゆく。地域に愛着が持てる教育をしていきた

い。ご協力をよろしくお願いする。 

質問：地域防災の観点から防災無線について、塩尻・川上村を視察して来た。防災無線とし

て光ファイバーを引いて頂き、色々な情報や防災も兼ねた多種多様な情報伝達できる

良い方法を考えて欲しい。 

回答：現在は有線放送の対応であるが、機器の更新が出来ず限界に来ている。現在、各家庭

へ無線の子機を検討・研究しているところである。今後審議会が予定されている中で

ただいまの提案や要望を提言していく。 

質問：人口減少について調べてきた資料ですと２０００年、１９,５００人、２０１４年には

１３,０００人余であります。２０％弱の減少の状況の中、平成３２年の推移計画は１

２,０４８人であるが目標は１３,０００人とあるが、具体的に明確な方策はあるか。 

回答：計画の中での目標値でありますが、町として社会動態の中で色々な施策として若者定

住策を実施しているが、なかなか決定的なものではない現状であるが他市町村より良

いものもある。また町もプロジェクトチームを設置して今後検討している。今後も町

と共に議会も提言・要望を検索して未来を考えていく。 

質問：国の発表で当町の人口は、２０４０年、７,７００名になると予想されている。１３,

０００人を減少抑制する事を重視するか。大切な税金の使い方として抑制する為に使

うのか、それとも減少をあきらめて少ない人口数で質の高い行政サービスに税金を使

うのか、その点何か提案はあるか聞きたい。 

回答：議会としての答弁は出来ない。言えることは自然減は仕方ないが、あきらめずに町の

魅力を高めれば可能性もある。差別化して町づくりをしていく事が行政の責務でもあ

り、町民、町、皆で協力して町づくりをしなければならない。競争社会にもつながる

ので危惧している。 

提案：人口増に向けて先進地への視察、商業地を増し雇用を。各地区の良さを見直して活性

化しているところは人口減は弱いと考える。地区の良さを見直し、良さを山ノ内全体

で共有して行けば良いと思う。 

回答：視察で銀座NAGANO と NPO ふるさと回帰センターを見学した。I ターン、U ターン

を専門とする組織である。全国からパンフレットが来ているが、当町はきめこまやか

さとピーアールが弱い。視察でわかった事は、田舎に住みたい方は多くいるとのこと

である。しかし、その方々への対応としては、Face-to-Face で何をどうしたいかを事



4 

 

細やかに聞き、応えて移住をすすめていかなければ難しい。東京一極集中型が解消し

ないかぎり人口減少は続く。そうとう努力しなければならない。２０代、３０代が住

みたい、そんな地域にして行く展開が必要と考える。 

※※※※    総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会として、として、として、として、国の地方創生戦略に呼応した町の工夫を要望していきます。国の地方創生戦略に呼応した町の工夫を要望していきます。国の地方創生戦略に呼応した町の工夫を要望していきます。国の地方創生戦略に呼応した町の工夫を要望していきます。    

 

質問：山ノ内町には体育館が無い、今後の計画は、何も構想は無いのか。 

回答：町の姿勢としては、後期５ヵ年計画の中で２８年からスタートする計画である。議会

として、平成２７年度から検討委員会を設立して検討することと決算意見をつけてい

る。出来るだけ早い段階で検討する事を要望している。 

質問：保育園の延長時間６時３０分迄、小学校の児童クラブは６時迄、３０分のこの差があ

って不都合があるとの保護者の意見がある。統一する事は出来ないか。また保育園延

長は、三水では無料であるが山ノ内はどうなるか。 

回答：担当所管が違うのも理由である。この件については把握していないので調査する。 

質問：両方いる家族では、30 分の開きは大変不都合である。所管があっちだ、こっちだと言

われても困る。行政で改善すべきである。同じ山ノ内の中で子供達を預けているのだ

から是非改善して欲しい。 

回答：切実なお願いととらえて、調整して現状把握して何らかの容でお答えをしたいと考え

る。 

※※※※    ２７年度から児童クラブの２７年度から児童クラブの２７年度から児童クラブの２７年度から児童クラブの開設開設開設開設時間が３０分延長され、保育所の延長保育同様午後６時時間が３０分延長され、保育所の延長保育同様午後６時時間が３０分延長され、保育所の延長保育同様午後６時時間が３０分延長され、保育所の延長保育同様午後６時

３０分となります。３０分となります。３０分となります。３０分となります。    

 

 

 

 

 

 

  

 


